
ワーク

⑭冬

 
１ 自分

長そで

下着を

手ぶく

ーを利

毛糸や

ジャン

を着る

 

２ 教科

う。

・１月

 
３ 教科

適に

・厚手

・暖か

・カー

・窓を

する

・暖房

 
 

冬を快

【気づ

自分

こと

 

学習

シート⑭-1 解

冬を明る

分の家では，

衣（着

で，厚手の服

を増やしたり

くろ・マフラ

利用する。 

やフリースの

ンパー（風を

る。 

科書p.117 図1

 

月から３月に

科書p.116のイ

にするために

快適に過

手のカーテン

かい服を着る

ーペットをし

を閉めたり，

る。 

房器具を利用

快適に過ごす

づいたこと・

分で意識して

とをふり返り

習のめあて 

解答例 

るく暖
あたた

か

冬の生活

冬を明るく暖

着る工夫） 

服を着る。 

，重ね着をす

ラー・ネック

衣服を着る。

さえぎる服・

 
1「月別電気使

「月別電気

，電気は多く

イラストを参

はどうしたら

過ごすための

ンにかえる。 

。 

く。 

天窓から光を

する。 

すために工夫し

考えたことな

いなかったこ

，工夫し，よ

かく 

活の特徴
とくちょう

から

暖かく住まう

する。 

ウォーマ

。 

・ダウン）

体

を

温

こ

使用量」と教

気使用量」 

く使用されて

考に，寒い季

らよいかを考

の工夫 

をとり入れた

していること

など】 

ことが，冬を

より快適な生

教科書

 冬の生活

ら，工
く

夫
ふう

して

ために，どん

食

体が温まる物

を食べる。

温かい飲み物

こ，ココア，

教科書p.140

ている。 

季節を快適
かいてき

に

考え，話し合い

たり

・カー

・暖か

・こた

ると

・窓を

・暖房

ふり返ろ

とを，見つけ

を快適にするた

生活をしたい
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活を見つめ

ていることを

んな工夫をし

（食べる工夫

物（なべ，か

物（ホットミ

お茶など）

「月別気温と

・私

湿

・那

か

に過
す

ごすため

いましょう。

ーテンを厚地に

かい服を着る

つをつけると

とよい。 

を閉めて，す

房器具をつけ

ろう 

ることができ

ための工夫に

です。 

年  

めよう 

を見つけよう

していますか

夫） 

らい物など）

ルク，おしる

を飲む。 

湿
しつ

度
ど

」を参考

（   

の住んでいる

湿度は，〇％か

那覇の気温の変

かである。 

に工夫してい

教科書p.86

より快適

にするだけで

ときに，重ね

ときは，一人

き間には，す

るときは，暖

きましたか。

につながって

 組    番 名

。 

か。 

）

る

暖房器具

カーテン

じゅうた

にする。

布団カバ

日光を上

考に，冬の生

「月別気

     

る〇〇市は，

から〇％の間

変異は特徴的

いることを書

も参考にしま

適に過ごすため

でなく，色も

ね着をすると

人だけで使わず

すき間を埋め

暖房器具の周

 

ていることが分

名前 

住（住まい

具を使う。 

ンを厚くする

たん・カーペ

 

バー・布団を

上手にとり入

生活の特徴を書

気温と湿度」 

 ）市の気

夏よりも気温

間であまり変

的で，気温の

書き出しまし

ましょう。 

めの工夫 

も暖色系にする

よいかもしれ

ず，家族みん

めるテープをは

周りに注意を払

分かりました

月

いの工夫） 

，長くする。

ペットを暖か

を冬物にかえる

入れる。 

書き出してみ

気温と湿度 

温はぐっと下

わらない。

の下がり方がゆ

ょう。また，

ると暖かく感

れない。 

んなで一カ所

はるとよい。

払ってからつ

◎ ○

 

た。今日話し

月    日 

。 

いもの

る。 

みましょ

下がる。

ゆるや

より快

感じる。

に集ま

 

つける。

△ 

合った



ワーク

⑭冬

１ 自分

・首回

・２枚

２ さま

＜１枚
まい

・少し

理由 

＜ぴっ

・少し

理由 

３ 寒い

形 

・首回

・長そ

いる

色 

・赤，

・黒 

 

寒い季

【気づ

着る

うに

 

学習

シート⑭-2 解

冬を明る

分の冬の服の

回りやそで口

枚重ねて着て

まざまな着方

①

枚
い

のとき＞ 

しスースーす

すき間があ

と思う。 

②ポ

ったり密 着
みっちゃく

さ

しひんやりす

あせが冷えて

ろの冷たさが

い季節を快適

回りが閉じて

そででそで口

る。 

オレンジな

季節を快適に

づいたこと・

る服を少し工

にしたいです

習のめあて 

解答例 

るく暖
あたた

か

寒い季節

着方をふり返

が閉じた物を

いる。 

 
方を比

くら

べて，ど

①手ぶくろを

 
する。 

あるからだ 

ポリぶくろを手

させる＞ 

 

する。 

て，ポリぶく

が残るから。 

に過ごすため

いる。 

が閉じて 

など暖色系 

過ごすための

考えたことな

工夫するだけで

す。 

かく 

節を快適
かいてき

に過
す

返りましょう

を着ている。

どちらのほう

をはめたとき

＜２枚重ね

・１枚のと

理由 すき

るか

手にはめたと

＜ふくろに

・空気があ

理由 体温

さが

めに，これか

布
ぬの

地
じ

 

・厚手の生

・外側は空

地。 

着る物 

・長そでシ

・セーター

・くつ下 

の衣服の着方

など】 

でこんなに暖

教科

 暖かい着

過ごすための

。 

 

が暖かく感

たとき＞ 

 
きよりも暖か

間がうまって

らだと思う。

とき 

空気を入れる

 

って，暖かい

がにげずに，

がたまるから。

からどんな着方

地。 

気を通さない

ャツ 

 ・マフラー

・帽子 ・ブ

ふり返ろ

方ができるよ

暖かくなると
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着方や住ま

の衣服の着方

じるか，調べ

かい。

てい 

。 

＜首

・涼

 

理由

体温

るか

る＞ 

い。 

暖か

。 

方の工
く

夫
ふう

をし

い生 

イラ

ー 

ブーツ

ろう 

うになりまし

は思わなかっ

年  

まい方をしよ

ができるよ

べましょう。

首回りやそで口

開

涼しい。 

 

温がすき間か

から。 

していくか，

スト 

したか。 

ったです。も

 組    番 名

よう 

うになろう。

また，その理

③衣服を

口が 

開いている＞ 

 

らにげてい

具体的にまと

っと工夫し，

名前 

。 

理由も考えて

を着たとき 

 

＜首回りや

・暖かい。

 

理由 

体温がにげ

の中にたま

とめましょう

 

・重ね着を

・暖めた空

ようにす

，快適に過ご

月

てみましょう

やそで口が

閉
と

じて

。 

げずに，暖か

まるから。

う。 

をする。 

空気をのがさ

する。 

◎ ○

 

ごすことがで

月    日 

。 

いる＞

 

さが服

さない 

△ 

きるよ



ワーク

⑭冬

１ 自分

・スト

・こた

２ 安全

暖

エアコ

ストー

こたつ

ゆか暖

３ 日光

・窓か

・部屋

４ 暖か

教室

教室

教室

ろうか

５ 明る

・窓の

・直射

・暗い

 

寒い季

【気づ

効率

たい

 

学習

シート⑭-3 解

冬を明る

分の家庭での

トーブをつけ

たつに入って

 
全で効率

こうりつ

のよ

暖房器具 

コン 

ーブ 

つ 

暖房 

光の役割
やくわり

につ

から日光をと

屋を暖めてい

かさと明るさ

場 所 

（窓側） 

（中央） 

（ろうか側）

か 

るすぎるとき

の近くに障害

射日光は明る

いときには，

季節を快適に過

づいたこと・

率的に暖房器

いです。 

習のめあて 

解答例 

るく暖
あたた

か

寒い季節

，寒い季節の

けたり，消した

いる。 

い暖房
だんぼう

器具の

使用場

居間 

自分の部屋

和室 

居間 

いて考えまし

り入れる（採

いる。   ・洗

を測定
そくてい

して，

月   日

温度 

℃

℃

 ℃

℃

や暗いときに

害物がないほう

いが，明るす

暗い場所だけ

過ごすための住

考えたことな

器具を使うこと

かく 

節を快適
かいてき

に過
す

の住まい方を

たりしている

の使い方を調

場所 

部屋

屋 ある

足を

る。

足元

しょう。 

採光）ことに

洗濯物をかわか

日光の力を

日   時 

暖かさ 
感

℃  

℃  

℃  

℃  

には，どのよ

うが，日光が

すぎるときが

け電気をつけ

住まい方を見直

など】 

とは，環境に

教科書

 暖かい着

過ごすための

をふり返りま

る。 

調べましょう。

よさ

屋全体を暖め

る部分を暖め

をよく暖める

 

元からじっく

によって，部

かす。   ・

を確
たし

かめまし

  分 ～

感じ方 

ように工
く

夫
ふう

した

が部屋に入り

があるので，

けるなどする

ふり返ろ

直し，住まい方

にも配慮して
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着方や住ま

の住まい方が

しょう。 

。 

さ 

られる。 

られる。 

ることができ

り暖まる。

屋を明るくす

布団を干す。

ょう。 

   時

明

照度 

lx

lx

lx

lx

たらよいか，

やすく部屋が

レースのカー

とよい。 

ろう 

方を工夫する方

いるのだと思

年  

まい方をしよ

できるように

フィルタ

換気をす

換気が必

一酸化炭

き 家族で集

家族が一

光熱費が

する。 

。   ・太陽光

  分  

るさ（ルクス

感

x  

x  

x  

x  

考えましょ

が暖まりやす

ーテンなどで

方法について考

思いました。

 組    番 名

よう 

になろう。 

効率的

使用すると

ターのそうじ

する。 

必要である。

炭素が発生す

集まると効率

一カ所に集ま

がかかる。 

光発電 

（天気   

ス） 
じ方 

う。 

すい。 

で日光の明る

考えることがで

ちょっとの工

名前 

的な利用方法

ときに気をつ

をする。 

結露になりや

るおそれがあ

率がよい。 

るとよい。 

   ） 

その

＊さわって

させる。

 

 

 

さを調節する

できましたか。 

工夫をして，

月

法や 
けること 

やすい。 

ある。 

場所の特 徴
とくちょう

て感じたこと

 

るとよい。

◎ ○

 

より快適に

月    日 

徴
う

 

を記述

△ 

過ごし



ワーク

⑭冬

１ 今ま

（教

・重ね

・体育

きる

・雪が

寒い

 

２ 教科

・足を

・エア

・部屋

・エア

・カー

・布団

 

冬を快
かい

【気づ

具体

 

学習

シート⑭-4 解

冬を明る

 
まで学習した

教科書p.116-1

着

ね着をする。

育のときは，

るようにする

が降った日の

い風が体にあ

着

科書p.121のイ

を出している

アコンで体を

屋が暗い。 

アコンで，部

ーテンが短い

団がうすい。

快適
いてき

に過
す

ごす

づいたこと・

体的な工夫の

習のめあて 

解答例 

るく暖
あたた

か

これまで

ことを生かし

21の「日本の

着方の工夫（

 

体操着を重ね

。 

外遊びのとき

あたらないよう

着方の工夫（友

イラストの部屋

着方で見つ

。 

直接暖めてい

住まい方で見

部屋を暖めてい

い。 

 

す生活の工夫を

考えたことな

仕方を考えた

かく 

で学習したこと

して，学校で

の伝統
でんとう

」や

自分の考え）

ね着して，い

きには，スキ

うにする。 

友達の考え）

屋で生活して

つけた点 

いる。 

見つけた点 

いる。 

を計画するこ

など】 

たので，実際

教科

 冬の生活

とを生かして

ではどのような

「プロに聞く

 

いつでもぬぎ

キーウエアを着

 

ている場合，

ふり返ろ

ことができま

際に家で実践
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活を工
く

夫
ふう

し

て，自分の生活

な寒さ対策
たいさく

が

！」も参考に

ぎ着で

着て，

・日

・ス

に

 

どのような点

・ス

・重

・布

・日

・エ

机

・カ

う

・布

ろう 

したか。 

践したいと思い

年  

しよう 

活を見直し，

ができるか，

にしてみまし

住ま

光をとり入れ

トーブをつけ

する。 

住ま

点を改善
かいぜん

した

リッパをはく

重ね着をして，

布団を厚いもの

住

光をとり入れ

アコンが直接

机を移動する。

ーテンを，床

にする。 

布団を毛布など

います。今年

 組    番 名

冬の着方や

話し合ってみ

しょう）。 

まい方の工夫

れて，部屋を

けているとき

まい方の工夫

たらよいか，

着方をどう

く。 

エアコンを

のにする。 

住まい方をど

れて，部屋を

接体にあたっ

。 

床までつくも

どにし，保温

年の冬は楽し

名前 

や住まい方の工

みましょう 

夫（自分の考

を暖かくする

きは，戸をな

夫（友達の考

アドバイスを

う改善するか

をとめる。 

どう改善する

を明るくする

っているので

ものにしすき

温できるもの

く過ごせそう

月

工夫を計画し

考え） 

。 

なるべく閉め

考え） 

をしてみまし

か 

か 

。 

で，はなれた

き間風が入ら

にする。 

◎ ○

 

うです。 

月    日 

しよう。 

るよう

しょう。 

場所に

ないよ

△ 


